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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

<連絡事項＞

· 石渡　サキ様～ご家族より買い物に連れて行ってほしいとの要望があります。毎週、水曜日がＣＤユニットの買物日なので、売店への誘導をお願いします。

· １２月に監査があります。４月からのカルテチェックを、１１月中に終える様にして下さい。

また、受け持ち患者様の変更がありますので、確認しておいてください。

· 宮村　潔様～昨日、主治医・家族面談行っています。外出については、数時間程度から始めるとの事で本人も了承しています。

・　高森　清八様～本日、朝より食事形態が、朝・昼トロミミキサー食に食事アップしています。むせこみなくスムーズに摂取されています。一週間様子をみて夕食もアップしていくか評価検討していきます。

・　奥利　うめ様～昨日、オムツに茶褐色の粘液物が付着しているのを確認しています。良Ｄｒより様子観察するよう指示ありました。また夜間、オムツいじりや大声で独語を

　　　　　　　　　　　　発し睡眠が確保されていない為、本日より就床前薬が変更となります。睡眠状態を観察して下さい。

· 鈴木　サダ様～小坂Ｄｒより⇒処置をしていて悪化していなけれれば診察はしなくてもよいとの　　　

　　　　　　　　　　　　　事です。

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞

奥利　うめ様

♯１　脳梗塞による右半身麻痺あり、ＡＤＬ全介助

　　　Ｐ１　①食事　　食事の際は、左手を使ってみる。

　　　　　　②排泄　　尿意ある為、訴え時はトイレ誘導を行う。

　　　　　　③移動　　起立できない為、全介助で行う。

　　　　　　④褥瘡　　仙骨部に表皮剥離あり、創部を保護する。

となっています。

・　夜間、オムツいじりや大声での独語があり、睡眠が十分とれていないという事で、本日より定期薬の就床前薬アモバン（10）１Ｔが止めとなり、臨時薬でロヒプノール（１）１Ｔが処方となっています。⑤睡眠状態の観察を追加し、夜間の睡眠状況をみていく事とします。また、夜間のオムツ交換は、本人の睡眠状況に合わせて行ってください。

· 麻痺していた右手が少しづつ動く様になり、握力も少しではあるがアップしてきています。本日は、右手にスプーンを持って食べ様とする行為がみられています。上手く摂取できませんでしたが、右手で食事が摂れる様にリハビリを継続していく事とします。

・　褥瘡は、治癒傾向にあります。処置や体位変換などは、継続して行っていく事とします。

